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特集　生活クラブで「シンプルライフ」

シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
を

は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

我
が
家
は
共
働
き
で
す
。
長
女
誕
生
後
、
生

活
の
中
で
子
育
て
の
優
先
順
位
が
高
く
な
り
ま

し
た
。さ
ら
に
二
人
目
が
生
ま
れ
た
ら
仕
事
と

家
事
と
子
育
て
の
両
立
で
も
っ
と
忙
し
く
な
り

そ
う
、「
こ
の
ま
ま
だ
と
ヤ
バ
い
！
」と
思
い
、
時

間
が
な
い
中
で
い
か
に
時
短
す
る
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

完
璧
を
求
め
ず
・
自
分
を
大
切
に
・
ゆ
る
〜
く

暮
ら
す
こ
と
で
、
今
は
心
地
よ
い
シ
ン
プ
ル
ラ
イ

フ
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

買
っ
た
方
が
時
短
に
な
る
と

思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
︑

調
味
料
や
お
や
つ
を
手
作
り
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

実
は
、
料
理
が
と
て
も
苦
痛
で
す
。レ
シ
ピ
を

見
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
様
々
な
工
程
を
重

ね
る
よ
う
な
凝
っ
た
料
理
は
し
ま
せ
ん
。そ
れ
で

も
調
味
料
や
お
や
つ
を
手
作
り
す

る
の
は
、
作
っ
た
方
が
お
い
し
い

し
、
安
い
か
ら
で
す
。

　

料
理
は
と
に
か
く
苦
手
だ
け
ど
、

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
。
だ
か

ら
、い
か
に
簡
単
に
作
れ
る
か
を

考
え
て
、
自
分
で
味
見
し
な
が
ら

何
度
も
作
り
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ

加
入
の
き
っ
か
け
や

続
け
る
理
由
は
？

　

他
の
生
協
を
利
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、ス
ー
パ
ー
と
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
良
さ

が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
生
活
ク
ラ
ブ
」と
い

う
名
前
は
マ
マ
友
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
て
、
試

し
に
た
か
つ
デ
ポ
ー
（
川
崎
市
高
津
区
）に
行
っ

て
み
た
と
こ
ろ
、「
質
が
い
い
の
に
高
く
な
い
な
」

と
感
じ
ま
し
た
。そ
の
後
、
引
っ
越
し
で
環
境
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
加
入
し
、
2
年
半

経
ち
ま
し
た
。

　

今
で
は
1
週
間
の
食
卓
の
8
割
は
生
活
ク
ラ

ブ
の
食
材
で
す
。
家
族
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
、

「
エ
ビ
が
食
べ
た
い
」「
キ
ャ
ベ
ツ
が
食
べ
た
い
」

と
、メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
素
材
指
定
が
多
い
ん
で

す
。
生
活
ク
ラ
ブ
は
シ
ン
プ
ル
な
調
理
法
で
素
材

を
活
か
せ
る
食
材
ば
か
り
な
の
で
、
我
が
家
に

ぴ
っ
た
り
だ
な
と
感
じ
て
続
け
て
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
の
こ
こ
が
い
い
な
︑

と
思
う
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

生
活
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、「
ほ
ど

よ
い
価
格
で
質
の
良
い
も
の
を
買
う
方
法
を

知
っ
て
い
る
賢
い
人
」な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
取

り
扱
っ
て
い
る
品
数
が
ス
ー
パ
ー
や
他
の
生
協
と

比
べ
て
少
な
い
の
も
、コ
レ
で
す
！
と
い
う
自
信

作
し
か
な
い
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。そ
れ
に
、

品
数
が
少
な
い
方
が
選
ぶ
の
も
ラ
ク
で
す
。「
質

が
い
い
の
に
こ
ん
な
に
安
く
て
大
丈
夫
か
な
」と

思
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
や
、テ
レ
ビ
C
M
な
ど
に

お
金
を
か
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
良
心
的
で
信

頼
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「何事もあたりまえ」と思う価値観を
とっぱらって、
『考える』ことが大切だと気付きました
　“生活クラブの品揃えが少ないことが時短にも繋がる”という
発想は「なるほど！」と思いました。野菜や果物の旬がいつなの
かわからない子どもも多いと思うので、「旬の○○はおいしいね」
といった会話で食卓を囲むのもいいですよね。

　我が家の物の多さは自覚していました
が、改めて物と向き合う時間を作り、整
理することができました。スッキリすると
心も整うし、片付けに時間を取られず子
ども達との時間も増えた気がします。

モノがない！キッチンがきれい！
コード類も目立たず、
家族４人分の書類はどこに？！
　59㎡、2LDKで快適に暮らしているマキさん。本やブログで拝
見しているのと同じ印象で、素のままで、何でも質問に答えてく
ださいました。
　マキさんや参加者の皆さんと子育てや親の気持ちについても
話せたことで、インタビュー後に子どもを迎えに行った時、やっ
ぱりかわいいなと感じ、自分の子育てについても振り返る機会に
なりました。帰宅して早速キッチン周りを綺麗にし、子ども達と

洋服の整理をしてみました。書類、服…
自分にとって本当に大事なものは何か。
あふれる物たちと向き合って、私も子ども
も気持ちや物の整理を始めました。

毎日の暮らしをもっとシンプルに。
生活クラブ東京の組合員でシンプルライフ研究家のマキさんをご存知ですか？
「しない家事」でゆとりのある生活をしているマキさんが
どのように生活クラブと出会い、消費材を使いこなしているのか─
組合員の河村さん（高津コモンズ）、平田さん（つづきコモンズ）と一緒に
マキさんのご自宅でお話を伺いました。

お
す
す
め
の
消
費
材
は
？

　

予
約
し
て
欠
か
さ
ず
利
用
し
て
い
る
の
は
、

「
鶏
ム
ネ
肉
、
き
ぬ
豆
腐
※
、
牛
乳
、
鶏
卵
、

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
、ハ
ム
、ケ
チ
ャ
ッ
プ
、素
精
糖
、

な
た
ね
油
」
で
す
。

　
一
番
の
お
す
す
め
は
、
旬
の
野
菜
や
果
物
！

新
鮮
で
、
農
家
で
あ
る
実
家
の
味
に
近
い
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
他
に
も
私
の
イ
ン
ス
タ
に
載
せ

て
い
る
も
の
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
お
す
す
め
消
費

材
で
す
。「
ど
れ
が
お
い
し
い
の
か
な
？
」
と
迷
っ

た
と
き
に
カ
タ
ロ
グ
感
覚
で
見
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
更
新
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
へ
）

※
神
奈
川
は
「
絹
ご
し
豆
腐
」。
東
京
と
は
生
産
者
が

異
な
り
ま
す
。

横浜北　つづきコモンズ　平田郁代さん
（お子さん：4歳・1歳）

かわさき　高津コモンズ　河村ひとみさん
（お子さん：中2・小6・4歳）

｢
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ｣

マ
キ
さ
ん
レ
シ
ピ
は

4
ペー

ジ
に
掲
載

シンプルライフ研究家　マキさん
東京都内で4人暮らし。6歳と10歳の娘を育てなが
ら広告代理店で勤務するワーキングマザー。ブログ
「エコナセイカツ」にて不要なものは持たないシンプ
ルな暮らしを綴る。『マキ流　やめていい家事』（宝島
社）、『持たない四季の暮らし』（大和書房）、『ゆるく暮
らす』（マイナビ出版）など著書多数。

プロフィール

▶
消
費
材
受
け
取
り
の
様
子

▶
取
材
日
に
届
い
た
消
費
材
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さがみ 横浜北
かわさき

横浜みなみ
湘南

神奈川活動情報

申
込
み
・
詳
細
は

  

生
活
ク
ラ
ブ
原
発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て   

検
索

被災地
と ともに

2
0
1
8
年
度 

東
日
本
大
震
災
・
復
興
支
援
活
動
報
告

かながわ若者生き活き大賞

報 

告

このコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動について紹介しています

報 

告
キ
ラ
ラ
賞
は
28
年
目
を
迎
え
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
第
28
回
キ
ラ
ラ
賞
贈
呈
式

　
2
月
2
日
（
土
）
ス
ペ
ー
ス
・
オ
ル
タ
に
て
開
催

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
8
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
地
は
未
だ
復
興
し
た
と
い
え
な
い

状
況
の
中
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
復
興
の
象
徴
と
す
る
よ
う
な
動
き
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
避
難
を
続
け
る
人
た
ち
へ
の
支
援
は
縮
小
に
向
か
い
、
避
難
区
域
以
外
か
ら

の
自
主
避
難
者
に
対
す
る
住
宅
支
援
は
2
0
1
7
年
3
月
末
に
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
で
は
、
組
合
員
か
ら
復
興
支
援
神
奈
川
カ
ン
パ
を
募
り

（
2
0
1
8
年
度
カ
ン
パ
金
約
4
0
0
万
円
）、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー
in
神
奈
川
、
重

茂
漁
協
味
ま
つ
り
（
加
工
品
販
売
の
支
援
）、
東
日
本
大
震
災
・
復
興
支
援
ま
つ
り

2
0
1
8
、
甲
状
腺
検
査
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
し
た
。 

　
19
年
度
も
復
興
支
援
の
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、「
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
、
忘
れ

な
い
」
と
い
う
私
た
ち
の
思
い
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
現
状
を
知
っ
て
、
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

「つばき学習会」吉原さん 「ひとりやないで！」加藤さん

　

今
年
度
は
、
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜

を
拠
点
と
し
て
『
統
合
失
調
症
の
親
』
を
持
つ
人
た

ち
向
け
に
家
族
会
を
実
施
し
て
い
る
「
ひ
と
り
や
な

い
で
！
」、
そ
し
て
川
崎
市
で
小
学
生
を
対
象
に
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
つ
ば
き
学
習
会
」
で
す
。

２
団
体
と
も
、
身
近
で
困
っ
て
い
る
人
々
を
助
け
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
経
験
や
専
門
性
・
資
格
を
生
か

し
て
、
数
年
に
わ
た
り
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。「
ひ
と
り
や
な
い
で
！
」
は
、
統
合
失
調
症
の

親
を
持
つ
当
事
者
の
女
性
が
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
自
分
と
同
じ
課
題
を
持
つ
人
の
話
を
聞
き
、
お

互
い
に
つ
な
が
ろ
う
と
い
う
志
は
、
悩
み
を
抱
え
る

多
く
の
人
た
ち
の
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
つ
ば
き
学
習
会
」
は
、
格
差
社
会
が
深

刻
化
す
る
中
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て

草
の
根
的
な
貢
献
を
続
け
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
1
年
に
創
設
さ
れ
た
キ
ラ
ラ
賞
の
贈
呈
実

績
は
46
件
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
的
活
動
を
行
っ
て

い
る
若
者
に
賞
金
を
つ
け
て
表
彰
す
る
こ
と
は
、
全

国
の
生
協
で
も
あ
ま
り
な
い
、
独
自
の
取
り
組
み
と

い
え
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
賞
を
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
次
年
度
以
降
も
皆
さ
ん
か
ら
の
推
薦
を

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
キ
ラ
ラ
賞
選
考
委
員

　
湘
南
生
活
ク
ラ
ブ
　
谷 

俊
子

＊
19
年
度
の
キ
ラ
ラ
賞
推
薦
募
集
は
5
月
ス
タ
ー
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
（
5
・
6
月
号
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆  
東
日
本
大
震
災
・
復
興
支
援
ま
つ
り
2
0
1
8

（
11
月
）

　

売
り
上
げ
金
の
一
部
と
当
日
集
ま
っ
た
カ
ン
パ
金
を
、

被
災
地
や
神
奈
川
で
復
興
支
援
活
動
を
続
け
る
以
下
9
団

体
に
寄
付
し
ま
し
た
。（
一
団
体
に
つ
き
、約
5
万
6
千
円
）

手
芸
グ
ル
ー
プ
う
み
み
ど
り
、
N
P
O
法
人
ザ
・
ピ
ー

プ
ル
、
生
活
ク
ラ
ブ
ふ
く
し
ま
（
福
島
県
）、

N
P
O
法
人
t
r
e
e
・
s
e
e
d
（
宮
城
県
）、

公
益
法
人 

共
生
地
域
創
造
財
団
（
福
島
県
・
宮
城

県
）、
福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
原
告
団
、
N
P
O

法
人
福
島
子
ど
も
・
こ
ら
っ
せ
神
奈
川
、
N
P
O
法

人
こ
ど
も
達
に
未
来
を
in
湘
南
、
N
P
O
法
人
ふ
く

し
ま
支
援
・
人
と
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
神
奈
川
県
）

◆  

甲
状
腺
検
査
活
動
（
10
月
〜
2
月
）

　
「
福
島
の
子
ど
も
と
知
る
権
利
」
を
守
る
活
動
と
し
て

の
甲
状
腺
検
査
活
動
や
関
連
す
る
学
習
会
を
2
0
1
2
年

度
か
ら
継
続
し
て
実
施
。
神
奈
川
で
は
こ
れ
ま
で
に
延
べ

5
6
8
人
の
子
ど
も
が
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
度
の
検
査
参
加
希
望
者
は
1
3
6
人
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
福
島
と
神
奈
川
の
子
ど
も
た
ち
の
検
査
結
果

を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

SDGｓでつながる　生活クラブ×城南信用金庫　コラボキャンペーン

2019年度　神奈川大学寄付講座受講生募集！

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
は
、

　
　（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

　  

未
来
へ
の
約
束

　

S
D
G
ｓ
（Su

sta
in
ab
le 

D
evelopm

ent Goals

）
は
、
国
連

が
掲
げ
る
世
界
共
通
の
目
標
で
あ

り
、
地
球
で
生
活
を
営
む
す
べ
て

の
人
び
と
の
目
標
で
す
。
協
同
組

合
は
こ
れ
ま
で
も
環
境
問
題
や
貧

困
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
が
、
S
D
G
s
の
達
成
に

お
い
て
も
国
連
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

そ
こ
で
、
原
発
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
同
じ
志
を
持
ち
活

動
し
て
い
る
「
城
南
信
用
金
庫
」

と
連
携
し
、
地
域
に
協
同
組
合
の

価
値
を
発
信
し
て
い
く
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を

　
呼
び
か
け

　

県
内
の
城
南
信
用
金
庫
の
各
支
店
で
実

施
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
S
D
G
ｓ

の
目
標
7
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に　

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」の
実
現
に
向
け
て
、

生
活
ク
ラ
ブ
と
城
南
信
用
金
庫
の
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
は
9
〜
11
月

に
23
店
舗
で
合
計
56
回
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
S
D
G
ｓ
に
対
す
る

考
え
方
に
共
感
し
た
60
人
の
方
が
生
活
ク

ラ
ブ
の
仲
間
に
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
度
も
S
D
G
s
の
達
成
を

と
も
に
め
ざ
す
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
城

南
信
用
金
庫
と
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
城
南
信
用
金
庫
と
生
活
ク
ラ
ブ
の
『
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
』
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。政

策
調
整
部
　
小
比
田
康
二

2015 年 9月、国連は 2030 年までに世界が達成すべき17のゴール（目標）と169 のター
ゲットからなる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を定めました。2016 年 5 月、日本政
府は「持続可能な開発目標推進本部」を立ち上げ、ＳＤＧｓを推進しています。

　
城
南
信
用
金
庫
と
生
活
ク
ラ
ブ
の

　
関
係
性

　
「
信
用
金
庫
」
は
、
助
け
合
い
や
思
い

や
り
を
大
切
に
し
て
誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
生
ま

れ
た
『
協
同
組
織
の
地
域
金
融
機
関
』

で
す
。
地
域
で
集
め
た
資
金
を
地
域
の

中
小
企
業
と
個
人
に
還
元
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
を
大
切
に
す
る
」「
思
い
や
り
を

大
切
に
す
る
」
と
い
う
城
南
信
用
金
庫

の
協
同
組
織
の
精
神
は
、
生
活
協
同
組

合
で
あ
る
生
活
ク
ラ
ブ
と
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　今年で 8 回目を迎える、神奈川大学寄付講座。非営利・協同の市民事業
や協同組合の現代的意義・役割について、テーマごとにゲストスピーカーに
よる講義や実践報告も交えて学びます。どなたでも受講いただけます。

テーマ　協同組合講座─非営利・協同セクターの役割と展望
講座期間　4/10（水）～7/17（水）の全14回（5/1を除く）
　　   毎週水曜日3時限（13：30 ～15：10）＊お好きな回のみの受講も可能です
場　所　神奈川大学・横浜キャンパス（東横線「白楽」駅徒歩15分）
申　込　生活クラブ神奈川ホームページまたは電話にて　受講料　無料
　　　　TEL　045-474-0985（政策調整部）
　　　  ※講義内容などの詳細は生活クラブ神奈川ホームページでご確認ください

募 集

報 告 ▼

共
生
地
域
創
造
財
団
の
ブ
ー
ス
（
復
興
支
援
ま
つ
り
）

▼

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー
）

▼

城
南
信
用
金
庫
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

様
子





軽い気持ちでハグくみに加入。
まさか自分が・・・？突然・・・！

入ってて良かった！

生活クラブ共済ハグくみ

ハグくみ共済金を受けた方から、たくさんの 「ありがとう
の声」が届いています。「ありがとうの声」からハグくみの
特徴などをご紹介します。

※上記は一例です。実際のお支払額はケースによって異なります。

　ハグくみが少しでもお役に立てて何よりでした。
皆さんの仰るとおり、病やケガは突然、身に振りか
かって来るものですよね。ハグくみは、そうした身
近なリスクを仲間どうしで助け合うために、生活ク
ラブ神奈川の組合員がつくった共済です。営利を目
的としないので、気軽に加入できる掛け金で、充実
した保障を受けることができます。ご家族で加入し
ていただきたい、自慢の共済です。

（執筆協力：共済ワーカーズ・コレクティブ スマイル）

0120-220-074
（月～金・9：00～ 17：00）

生活クラブ共済ハグくみのご加入のお問合せは

・健康だけが取り柄！と、保険に入っていなかったの
で、お誘いを受け、金額も安いので軽い気持ちで
加入しました。突然の入院・手術・療養で経済的
な不安もある中、大きな助けになってくれました。　

(56歳　女性　子宮体がん)
給付金：117,800円

・「まさか自分が･･･」とよく耳にしますが、本当にそ
うでした。月々の掛金も安いし、念のために、と軽
い気持ちで加入して、普段は忘れてしまっている。い
ざ発病・手術と目まぐるしく過ぎ、少し落ち着いた頃
にふと経済的な心配がわき上がってくる。とてもス

ムーズに納得の金額を頂けて、本当に助かりました。
(54歳　女性　乳がん)
給付金：122,000円

・高齢のため、万一のケガのために入っていると安
心、という説明を受け、軽い気持ちで加入しました
が、まさかのケガで助かりました。安心して治療に
専念できて良かったです。

(63歳　女性　右手首骨折)
給付金：78,000円

共済事務局 フリーダイヤル

（左より）　白川さん、田中さん、槻木さん

るがわる来てくれました。親しくなった方たちは、エッコロ

共済でケア※もしてくださいました。

　家事をしてもらうこと自体も助かりましたが、何よりサ

ポーターの皆さんがそばにいてくれるだけでありがたかっ

たです。励まし応援してもらい、一人じゃないと思うと不安

も和らぎ、また頑張ろうと勇気が出ました。

　克幸は1歳のお誕生日を迎えて間もなく亡くなりました

が、家で介護したことで、お兄ちゃんたちとの触れ合いや

家族で過ごす時間を持つことができました。
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取材を終えて

　田中さん（利用者）、白川さん（コーディネーター）、槻
木さん（サポーターのみなさん）との間に温かいつながり
ができたのは、組合員どうしの善意のたすけあいだからこ
そだと感じました。田中さんは、今度は自分が誰かの役に
立てたらとサポーター登録もされました。エッコロプラス
がめざしていることのひとつである「たすけあいの循環」
も生まれ、制度が着実に育ちつつあることを実感しました。

エッコロプラス事務局　森芳京子

　　　　　　三男の克幸は障がいを持って生まれ、1歳の

お誕生日を迎えるのは難しいと医師から言われていまし

た。入退院の繰り返しで、入院中は面会に行き家をあけ、

自宅に克幸がいるときは目が離せないため、家事はたまる

一方。上の子達ともなかなか向き合えない日々が続いてい

たとき、デポーのワーカーズからエッコロプラスのことを教

えてもらい加入しました。

　洗濯物を干す、料理の下ごしらえなど2時間程度の家事

を何日間もお願いすると、何人ものサポーターの方が代わ

かつゆき

　悲しみは癒えませんが、エッコロプラスというしくみをた
くさんの人に知ってほしい、助けてくれたみなさんに恩返
しがしたいと思い、川崎市長との車座集会でエッコロプラ
スを紹介しました。デポーで開催している「エッコロプラス
カフェ」でもこの経験を語っていきたいと思っています。

※エッコロ共済では、生活保障として
「加入者家族の入院・在宅療養・介護
に伴う加入者へのケア保障（家事支
援など）」を利用することができま
す。田中さんの場合、エッコロプラス
で組合員と知り合えたことでエッコロ
共済の申請につながりました。

                  　前任のコーディネーターから、田中さん

のことを引き継ぎました。長期間のサポートが必要になる

と思い、エッコロプラスでつながりを作り、関係性ができ

た人はエッコロ共済でケアと考え、なるべくおおぜいのサ

ポーターが田中さんと知り合いになるよう努めました。

　エッコロ共済とエッコロプラスを丁寧に説明して、それ

ぞれのよいところを上手に使っていけたらと思います。

コーディネーター

サポーター

白川 良恵 さん

                         家事をすること自体が目的ではなく、田中
さんに寄り添うことが大切だと思ってサポートしました。

　エッコロ共済制度上の活動なので、ケガや何か壊して

しまったときでも保障があるから安心してサポートに入

れました。

槻木 尚美 さん

＊詳しくは「エッコロ共済ガイドブック」をご覧ください。

お知らせ            4月1日から、エッコロプラスの利用はエッコロ共済が利用できない場合に限定されます。
詳しくは共済事務局までお問合せください。

PDFデータはこちら→

エッコロ共済・エッコロプラスに関するお問合せは

共済事務局 0120-311-543
               （月～金　9：00～ 17：00）

「たすけあいの輪」
　エッコロ共済のオプションとして、エッコロプラスを導入して間もなく4年目
となります。加入者は4,200人を超え、そのうち1,800人以上がサポーター登録
をしています。各地域で広がっているたすけあいの中から、宮前平デポー（川
崎市宮前区）の田中さんのサポートを紹介します。

エッコ
ロプラスでつながった

田中 夏実 さん
利 用 者

エッコロプラスを
おおぜいの人に
知ってほしい

※エッコロ共済加入が条件

掛金  

加入

サポート内容 

利用対象
（場面） 

サポートする人

ケア金
年間限度枠

エッコロ共済 
※生活保障について 

エッコロプラス
 ※エッコロ共済（生活保障）のオプション

100円／月 100円／月
全員加入（原則） 任意加入（利用者・サポーター・賛同者）

託児、家事、デポーへの買い物、共同購入品の受け取りなど 左記に加え、日常生活全般（草木の水やり、ペットの散歩など）
加入者全員が場面に応じて利用できる

・加入者の入院・通院・在宅療養時
・加入者の出産時（出産をはさんで合計 24 週間）
・家族の入院・在宅療養・介護時（加入者へのケア）
・加入者が健康診断などへ行くとき（※子どもの予防接種なども対象）
・学校（園）行事への参加時など

組合員（基本的に自分で探す）

給付金：10万円まで／年

組合員（コーディネーターが探す）
600円／ケア（掛金より） 800円／時間（掛金より）

サポート時間：20時間まで／年

下記条件にあてはまる加入者が利用できる
1.妊娠中あるいは小学3年生までの子どもがいる
2.高校生までの子どもがいる母（父）子家庭
3.障がい児・障がい者が家族にいる
4.要介護認定者が家族にいる（同居・別居とも可）
5.加入者本人が70歳以上（独居者は65歳以上）








	2019.3-4月号表1最終.pdf
	2019.3-4月号p2-3最終
	2019.3-4月号p4-p5最終
	えぽ2019.3.4月号ｐ6-7最終
	2019.3-4月号P8p9最終
	2019.3-4月号p10-11最終
	2019.3-4月号p12.13HP用
	2019.3-4月号p14-15最終
	2019.3-4月号表4最終

